
目

次

担

当

課

（

室

）

発

行

岡

山

県

○

土

地

改

良

事

業

換

地

処

分

の

届

出

（

市

町

村

）

耕

地

課

○

土

地

改

良

事

業

の

工

事

完

了

〃

目

次

担

当

課

（

室

）

【

企

業

局

】

○

岡

山

県

企

業

局

財

務

規

程

の

一

部

を

改

正

す

る

総

務

企

画

課

【

規

則

】

規

程

○

岡

山

県

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

施

行

人

事

課

（

県

例

規

集

登

載

）

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

【

人

事

委

員

会

】

○

知

事

の

権

限

に

属

す

る

事

務

の

処

理

の

特

例

に

自

然

環

境

課

○

岡

山

県

県

費

負

担

教

職

員

の

給

与

に

関

す

る

規

人

事

委

員

会

関

す

る

条

例

に

基

づ

き

市

町

村

が

処

理

す

る

事

務

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

の

範

囲

を

定

め

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

会

計

年

度

任

用

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

及

び

〃

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

休

暇

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

【

告

示

】

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

○

工

作

物

の

設

置

を

目

的

と

し

て

土

地

を

使

用

す

財

産

活

用

課

【

労

働

委

員

会

】

る

場

合

の

使

用

料

の

額

の

一

部

改

正

○

岡

山

県

労

働

委

員

会

あ

っ

せ

ん

員

候

補

者

労

働

委

員

会

（

県

例

規

集

登

載

）

○

指

定

障

害

児

通

所

支

援

事

業

者

の

指

定

指

導

監

査

室

○

〃

〃

○

〃

〃

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

等

の

事

業

の

廃

止

〃

○

〃

〃

○

指

定

介

護

療

養

型

医

療

施

設

の

指

定

の

辞

退

〃

○

〃

〃

○

土

砂

災

害

警

戒

区

域

の

指

定

の

解

除

防

災

砂

防

課

○

土

砂

災

害

警

戒

区

域

等

の

指

定

〃

【

公

告

】

岡

山

県

公

報

令和４年３月２２日 第１２３８０号



◎
岡
山
県
規
則
第
十
五
号

岡
山
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
岡
山
県
規
則
第
二
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
、
退
職
手
当
支
給
内
申
書
（
様
式
第
一
号
）
に
」
を
削
り

「
提
出
し
な
け
れ
ば
」
を

、

「
内
申
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
総
代
者
選
任
届
（
様
式
第
二
号

」
を
「
総
代
者

）

の
選
任
に
関
す
る
届
書
」
に
改
め
る
。

「

」

「

」

、「

（

）

第
二
条
中

退
職
手
当
支
給
内
申
書

を

内
申

に
改
め

退
職
手
当
計
算
書

様
式
第
三
号

に
よ
り
」
を
「
退
職
手
当
の
」
に
改
め

「
退
職
手
当
支
給
通
知
書
（
様
式
第
四
号
）
を
」
を
削
り
、

、

「
交
付
」
を
「
退
職
手
当
の
支
給
を
通
知
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
受
給
期
間
延
長
申
請
書
（
様
式
第
五
号

」
を
「
受
給
期
間
の
延
長
に
係
る
申

）

請
書
（
以
下
「
受
給
期
間
延
長
申
請
書
」
と
い
う

」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
受
給
期
間
延
長

。
）

（

）
」

「

（

「

」

通
知
書

様
式
第
六
号

を

受
給
期
間
の
延
長
に
係
る
通
知
書

以
下

受
給
期
間
延
長
通
知
書

と
い
う

」
に
改
め
る
。

。
）

第
九
条
第
一
項
中
「
岡
山
県
職
員
退
職
票
（
様
式
第
七
号

」
を
「
岡
山
県
職
員
の
退
職
に
係
る
証

。

票
（
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
失
業
者
退
職
手
当
受
給
資
格
者
証
（
様
式
第
八
号

」
を
「
失
業

。

者
の
退
職
手
当
の
受
給
資
格
に
係
る
証
明
書
（
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
失
業
者
退
職
手
当
支
給

願
（
様
式
第
九
号

」
を
「
失
業
者
の
退
職
手
当
の
支
給
願
（
以
下
「
失
業
者
退
職
手
当
支
給
願
」
と

）

。
）
」

、

「

（

）
」

「

」

い
う

に
改
め

同
条
第
七
項
中

失
業
者
の
退
職
手
当
支
給
台
帳

様
式
第
十
号

を

台
帳

に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
、
受
給
資
格
者
氏
名
住
所
変
更
届
（
様
式
第
八
号
の
二
）
に
」
を
削
り
、

「
提
出
し
」
を
「
届
け
出
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
受
給
資
格
者
氏
名
住
所
変
更
届
の
提
出
」
を

「
届
出
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
届
（
様
式
第
十
一
号

」
を
「
公
共
職
業
訓
練
等
の
受

。

講
の
届
書
（
」
に

「
公
共
職
業
訓
練
等
通
所
届
（
様
式
第
十
二
号

」
を
「
公
共
職
業
訓
練
等
へ
の

、

。

通
所
の
届
書
（
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
傷
病
手
当
に
相
当
す
る
退
職
手
当
支
給
申
請
書
（
様
式
第
十
三
号
）
に
」
を

削
り

「
提
出
し
な
け
れ
ば
」
を
「
申
請
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
規
定
に
よ
る
傷

、

病
手
当
に
相
当
す
る
退
職
手
当
支
給
申
請
書
の
提
出
」
を
「
申
請
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
失
業
者
退
職
手
当
受
給
資
格
者
証
（
様
式
第
八
号
」
を
「
失
業
者
の
退
職
手
当
の
受

給
資
格
に
係
る
証
明
書
（
」
に

「
失
業
者
退
職
手
当
高
年
齢
受
給
資
格
者
証
（
様
式
第
十
四
号
」
を

、

「
失
業
者
の
退
職
手
当
の
高
年
齢
受
給
資
格
に
係
る
証
明
書
（
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
中
「
失
業
者
退
職
手
当
受
給
資
格
者
証
（
様
式
第
八
号
」
を
「
失
業
者
の
退
職
手
当
の
受

給
資
格
に
係
る
証
明
書

に

失
業
者
退
職
手
当
特
例
受
給
資
格
者
証

様
式
第
十
五
号

を

失

（
」

、「

（

」

「

業
者
の
退
職
手
当
の
特
例
受
給
資
格
に
係
る
証
明
書
（
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

受
給
資
格
者
又
は
条
例
第
十
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
者
は
、
同
条
第
十
一
項
第
四
号
か
ら
第
六

号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
受
給
資
格
者
証
、
高
年
齢

受
給
資
格
者
証
又
は
特
例
受
給
資
格
者
証
を
添
え
て
任
命
権
者
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
第
二
項
中
「
申
請
書
の
提
出
」
を
「
申
請
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
を
削
り
、
第
二
十
三
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
三
十
号
ま
で
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年３月２２日　岡山県公報　第１２３８０号



◎
岡
山
県
規
則
第
十
六
号

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の

範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事

務
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の

範
囲
を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
二
年
岡
山
県
規
則
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
三
の
項
イ
及
び
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
定
公
園
事
業

の
執
行
の
協
議
の
申
出
の
受
理

ロ

法
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
国
定
公
園
事
業

の
執
行
の
認
可
の
申
請
の
受
理

別
表
第
二
の
三
の
項
ハ
中
「
法
第
十
条
第
六
項
の
規
定
（
」
を
削
り

「
場
合
を
含
む

」
を
「
法

、

。
）

第
十
条
第
六
項
の
規
定
」
に
改
め

「
国
立
公
園
事
業
又
は
」
を
削
り
、
同
項
ニ
中
「
法
第
十
条
第
九

、

項
の
規
定
（
」
を
削
り

「
場
合
を
含
む

」
を
「
法
第
十
条
第
九
項
の
規
定
」
に
改
め

「
国
立
公

、

。
）

、

園
事
業
者
又
は
」
を
削
り
、
同
項
リ
及
び
ヌ
を
削
り
、
同
項
チ
中
「
法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
（
」

、
「

。
）
」

「

」

、
「

」

を
削
り

場
合
を
含
む

を

法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定

に
改
め

国
立
公
園
事
業
又
は

、

、

「

（
」

、「

。
）
」

を
削
り

同
チ
を
同
項
リ
と
し

同
項
ト
中

法
第
十
三
条
の
規
定

を
削
り

場
合
を
含
む

を
「
法
第
十
三
条
の
規
定
」
に
改
め

「
国
立
公
園
事
業
又
は
」
を
削
り
、
同
ト
を
同
項
チ
と
し
、
同

、

項
ヘ
中
「
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
（
」
を
削
り

「
場
合
を
含
む

」
を
「
法
第
十
二
条
第
三
項

、

。
）

の
規
定
」
に
改
め

「
国
立
公
園
事
業
者
又
は
」
を
削
り
、
同
ヘ
を
同
項
ト
と
し
、
同
項
ホ
中
「
法
第

、

十
二
条
第
一
項
の
規
定
（
」
を
削
り

「
場
合
を
含
む

」
を
「
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
」
に
改

、

。
）

め

「
国
立
公
園
事
業
者
又
は
」
を
削
り
、
同
ホ
を
同
項
ヘ
と
し
、
同
項
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

、
る
。

ホ

第
十
六
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
定
公
園
事
業
者

の
譲
渡
に
よ
る
地
位
の
承
継
の
承
認
の
申
請
の
受
理

別
表
第
二
の
三
の
項
ル
中
「
許
可
」
の
下
に
「

国
立
公
園
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
自
然
公
園

（

法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
二
百
九
十
八
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
政
令
」
と
い
う

）
。

附
則
第
二
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る

」
を
加
え
、
同

。
）

ル
を
同
項
ヌ
と
し
、
同
項
ヲ
中
「
国
立
公
園
又
は
」
を
削
り
、
同
ヲ
を
同
項
ル
と
し
、
同
項
ワ
中
「
国

立
公
園
又
は
」
を
削
り
、
同
ワ
を
同
項
ヲ
と
し
、
同
項
カ
中
「
国
立
公
園
又
は
」
を
削
り
、
同
カ
を
同

項
ワ
と
し
、
同
項
ヨ
中
「
国
立
公
園
又
は
」
を
削
り
、
同
ヨ
を
同
項
カ
と
し
、
同
項
タ
中
「
国
立
公
園

又
は
」
を
削
り
、
同
タ
を
同
項
ヨ
と
し
、
同
項
レ
中
「
国
立
公
園
又
は
」
を
削
り
、
同
レ
を
同
項
タ
と

し
、
同
項
ソ
中
「
受
理
」
の
下
に
「

国
立
公
園
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
政
令
附
則
第
二
項
前
段

（

の
規
定
に
よ
り
知
事
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る

」
を
加
え
、
同
ソ
を
同
項
レ
と
し
、

。
）

同
項
中
ツ
か
ら
ナ
ま
で
を
ソ
か
ら
ネ
ま
で
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年３月２２日　岡山県公報　第１２３８０号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
二
十
八
号

平
成
二
十
一
年
岡
山
県
告
示
第
百
十
八
号
（
工
作
物
の
設
置
を
目
的
と
し
て
土
地
を
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
の
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

表
法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
物
件
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

法
第
三
十
二
条

自

法
第
二
条
第
二
項
第
五
号
に

地
下
に
設
け
る
も
の

長
さ
一
メ
ー
ト
ル
に

九
円

四
円

三
円

二
円

二
円

第
一
項
第
三
号

動

規
定
す
る
自
動
運
行
装
置
に

つ
き
一
年

に
掲
げ
る
施
設

運

よ
る
検
知
の
対
象
と
し
て
設

そ
の
他
の
も
の

三
一
円

一
三
円

九
円

八
円

七
円

行

置
す
る
導
線
そ
の
他
の
線
類

補助

道
路
の
構
造
又
は
交
通
の
状
況
を
表
示
す
る
標
示
柱

一
本
に
つ
き
一
年

二
、
四
〇
〇
円

一
、
〇
〇
〇
円

七
三
〇
円

六
一
〇
円

五
四
〇
円

施

そ
の
他
の
柱
類

設

そ
の
他
の
も
の

上
空
に
設
け
る
も
の

占
用
面
積
一
平
方
メ

一
、
五
〇
〇
円

六
五
〇
円

四
六
〇
円

三
八
〇
円

三
四
〇
円

ー
ト
ル
に
つ
き
一
年

地
下
に
設
け
る
も
の

九
二
〇
円

三
九
〇
円

二
七
〇
円

二
三
〇
円

二
〇
〇
円

そ
の
他
の
も
の

三
、
一
〇
〇
円

一
、
三
〇
〇
円

九
一
〇
円

七
六
〇
円

六
八
〇
円

表
法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
施
設
の
項
中
「
第
三
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
を
「
第
三
十
二
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
表
中

「

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

」

を「

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

令
第
七
条
第
十
四
号
に
掲
げ
る
施
設

Ａ
に
〇
・
〇
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

」

に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

令和４年３月２２日　岡山県公報　第１２３８０号



１

こ
の
告
示
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
使
用
の
許
可
を
受
け
て
い
る
行
政
財
産
で
あ
る
土
地
の
使
用
に
係
る
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
当
該
許
可
に
係
る
付
款
に
使
用
料
に
つ
い
て
特
別

の
定
め
の
あ
る
場
合
は
、
当
該
付
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

令和４年３月２２日　岡山県公報　第１２３８０号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
二
十
九
号 

 

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

こ
と
の
は
フ
レ
ン
ズ  

 

２  

所
在
地 

赤
磐
市
桜
が
丘
西
一
〇
―
二
九
―
九 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

一
般
社
団
法
人
こ
と
の
は
フ
レ
ン
ズ 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

赤
磐
市
桜
が
丘
東
一
―
一
―
一
一
〇
三 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
五
一
三
〇
〇
一
二
八 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

児
童
発
達
支
援
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

 

令和４年３月２２日　岡山県公報　第１２３８０号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
号 

 

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

ふ
ら
っ
と 

  

２  

所
在
地 

玉
野
市
用
吉
一
七
六
七
番
地
一
階 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

一
般
社
団
法
人
み
ら
い 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

美
作
市
尾
谷
一
六
八 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
五
〇
四
〇
〇
一
一
九 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

児
童
発
達
支
援
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

 

令和４年３月２２日　岡山県公報　第１２３８０号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
一
号 

 

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

よ
つ
ば
の
ク
ロ
ー
バ
ー 

邑
久 

  

２  

所
在
地 

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
三
六
七 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

株
式
会
社
安
心
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

岡
山
市
北
区
春
日
町
五
―
二
〇 

ア
ル
フ
ァ
春
日
町
一
〇
三 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
五
一
二
〇
〇
〇
九
六 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

 

令和４年３月２２日　岡山県公報　第１２３８０号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
二
号 

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
及
び
第
百
十
五
条
の
五
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

１ 

名
称 

赤
磐
医
師
会
病
院 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
赤
磐
市
下
市
一
八
七
―
一 

二 

事
業
者
の
名
称
（
氏
名
）
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
（
住
所
） 

１ 

名
称
（
氏
名
） 

公
益
社
団
法
人
赤
磐
医
師
会 

２ 

所
在
地
（
住
所
） 

岡
山
県
赤
磐
市
下
市
一
八
七
―
一 

三 

廃
止
の
届
出
を
受
理
し
た
年
月
日 

令
和
四
年
三
月
十
五
日 

四 

介
護
保
険
事
業
所
番
号 

三
三
一
二
二
一
〇
一
一
九 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

短
期
入
所
療
養
介
護 

介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護 

令和４年３月２２日　岡山県公報　第１２３８０号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
三
号 

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
及
び
第
百
十
五
条
の
五
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

１ 

名
称 

医
療
法
人 

萌
生
会 

国
定
病
院 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
浅
口
郡
里
庄
町
浜
中
九
三
―
一
四
一 

二 

事
業
者
の
名
称
（
氏
名
）
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
（
住
所
） 

１ 

名
称
（
氏
名
） 

医
療
法
人
萌
生
会
国
定
病
院 

２ 

所
在
地
（
住
所
） 

岡
山
県
浅
口
郡
里
庄
町
浜
中
九
三
―
一
四
一 

三 

廃
止
の
届
出
を
受
理
し
た
年
月
日 

令
和
四
年
三
月
十
五
日 

四 

介
護
保
険
事
業
所
番
号 

三
三
一
二
七
一
〇
〇
三
五 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

短
期
入
所
療
養
介
護 

介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護 

令和４年３月２２日　岡山県公報　第１２３８０号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
四
号 

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
。 

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

施
設
の
名
称
及
び
所
在
地 

１ 

名
称 

赤
磐
医
師
会
病
院 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
赤
磐
市
下
市
一
八
七
―
一 

二 

開
設
者
の
名
称
（
氏
名
）
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
（
住
所
） 

１ 

名
称
（
氏
名
） 

公
益
社
団
法
人
赤
磐
医
師
会 

２ 

所
在
地
（
住
所
） 

岡
山
県
赤
磐
市
下
市
一
八
七
―
一 

三 

辞
退
年
月
日 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日 

四 

介
護
保
険
事
業
所
番
号 

三
三
一
二
二
一
〇
一
一
九 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

介
護
療
養
型
医
療
施
設 

令和４年３月２２日　岡山県公報　第１２３８０号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
五
号 

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
。 

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

施
設
の
名
称
及
び
所
在
地 

１ 

名
称 

医
療
法
人 

萌
生
会 
国
定
病
院 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
浅
口
郡
里
庄
町
浜
中
九
三
―
一
四
一 

二 

開
設
者
の
名
称
（
氏
名
）
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
（
住
所
） 

１ 

名
称
（
氏
名
） 

医
療
法
人
萌
生
会
国
定
病
院 

２ 

所
在
地
（
住
所
） 

岡
山
県
浅
口
郡
里
庄
町
浜
中
九
三
―
一
四
一 

三 

辞
退
年
月
日 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日 

四 

介
護
保
険
事
業
所
番
号 

三
三
一
二
七
一
〇
〇
三
五 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

介
護
療
養
型
医
療
施
設 

令和４年３月２２日　岡山県公報　第１２３８０号



◎
岡
山
県
告
示
第

号

百
三
十
六

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
赤
磐
市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
を

次
の
と
お
り
解
除
す
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
を
解
除
す
る

な
る
自
然
現
象
の
種
類

区
域

二
一
三
Ｋ
小
原
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
三
Ｄ
小
原
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
三
Ｄ
小
原
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
三
Ｄ
小
原
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
三
Ｄ
小
原
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
三
Ｄ
小
原
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
三
Ｄ
小
原
〇
一
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
三
Ｄ
多
賀
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
三
Ｄ
多
賀
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
三
Ｄ
多
賀
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
三
Ｄ
多
賀
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
備
前
県
民
局
建
設
部
東
備
地
域
管
理
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令和４年３月２２日　岡山県公報　第１２３８０号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
七
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
七
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
赤
磐

。

市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す

る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
砂
災
害
警
戒
区
域

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

二
一
三
Ｋ
小
原
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
三
Ｄ
小
原
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
三
Ｄ
小
原
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
三
Ｄ
小
原
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
三
Ｄ
多
賀
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
三
Ｄ
多
賀
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
三
Ｄ
多
賀
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
三
Ｄ
多
賀
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域
及
び
法

な
る
自
然
現
象
の
種
類

第
九
条
第
二
項
括
弧

書
に
規
定
す
る
土
砂

災
害
警
戒
区
域
等
に

お
け
る
土
砂
災
害
防

止
対
策
の
推
進
に
関

す
る
法
律
施
行
令

（
平
成
十
三
年
政
令

第
八
十
四
号
）
で
定

め
る
衝
撃
に
関
す
る

事
項

二
一
三
Ｋ
小
原
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
三
Ｄ
小
原
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
三
Ｄ
小
原
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
三
Ｄ
多
賀
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
三
Ｄ
多
賀
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
三
Ｄ
多
賀
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
三
Ｄ
多
賀
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
備
前
県
民
局
建
設
部
東
備
地
域
管
理
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
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〔
一
一
八
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条
の
四
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
換
地
処
分
を
し
た
旨
の
届
出
が

あ
っ
た
。

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

届
出
者

倉
敷
市
長

二

地
区
名

柳
井
原
地
区

三

換
地
処
分
年
月
日

年
三
月
八
日

令
和
四
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〔
一
一
九
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
う
工
事
が
完
了
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

事
業
主
体

地

区

名

工

種

完
了
年
月
日

児
島
湾
土
地
改
良
区

北
七
区
支
線

号

か
ん
が
い
排
水

令
和
四
・

二
・

七

66

〃

西
七
区
支
線

号

〃

令
和
四
・

二
・

七

16

〃

宗
津
西
町
８
番
川

〃

令
和
四
・

二
・
一
五
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◎
岡
山
県
企
業
管
理
規
程
第
三
号

岡
山
県
企
業
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
公
営
企
業
管
理
者

片

山

誠

一

岡
山
県
企
業
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

岡
山
県
企
業
局
財
務
規
程
（
昭
和
四
十
七
年
岡
山
県
企
業
管
理
規
程
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
三
十
一
条
第
一
項
中
「
の
様
式
」
を
削
り

「
に
掲
げ
る
も
の
の
」
を
「
の
各
号
に
掲
げ
る
様
式
に
準
じ
て
作
成
す
る
」
に
改
め
る
。

、

別
表
第
二
の
工
業
用
水
道
事
業
勘
定
科
目
表
の
費
用
の
表
中

「

原
水
及
び
浄
水

を

費

給
料

職
員
の
本
給
を
い
う
。

手
当

扶
養
手
当

地
域
手
当

通
勤
手
当

時
間
外
勤
務
手
当

期
末
手
当

勤
勉
手
当
等
を
い
う

，
，

，
，

，
。

」

「

原
水
及
び
浄
水

費

に
改
め
る
。

給
料

職
員
の
本
給
を
い
う
。

手
当

扶
養
手
当

地
域
手
当

通
勤
手
当

時
間
外
勤
務
手
当

期
末
手
当

勤
勉
手
当
等
を
い
う

，
，

，
，

，
。

報
酬

臨
時
又
は
非
常
勤
の
顧
問

参
与

嘱
託
員
等
に
対
す
る
報
酬
を
い
う

，
，

。

」

「

円

「

「登
録
番
号

様
式
第
一
号
中

を

に
、

を

下
記
の
と
お
り
納
入
し
て
く
だ
さ
い

下
記
の
と
お
り
納
入
し
て
く
だ
さ
い

」

」

納
入
額

う
ち
消
費
税

地
方
消
費
税
相
当
額

・(
)

。

。

円

」

「

円

に
改
め
る
。

納
入
額

う
ち
消
費
税

地
方
消
費
税
相
当
額

・

(
)

％
対
象

円

」

様
式
第
十
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

氏
名

㊞
氏
名

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
後
の
様
式
第
一
号
は
、
令
和
五
年
度
の
事
業
年
度
か
ら
適
用
し
、
令
和
四
年
度
以
前
の
事
業
年
度
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
四
号

◎

岡
山
県
県
費
負
担
教
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

岡
山
県
県
費
負
担
教
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
県
費
負
担
教
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
三
級
地
の
項
中
「
三
級
地
」
を
「
四
級
地
」
に
改
め
、
同
表
の
一
級
地
の
項
中

「

真
庭
市
立
美
甘
小
学
校

真
庭
市
美
甘

〃

川
上
小
学
校

〃

蒜
山
上
福
田

を

〃

八
束
小
学
校

〃

蒜
山
下
見

」

「

新
見
市
立
神
郷
北
小
学
校

新
見
市
神
郷
釜
村

〃

新
砥
小
学
校

〃

哲
多
町
蚊
家

真
庭
市
立
美
甘
小
学
校

真
庭
市
美
甘

に
改
め
、

〃

八
束
小
学
校

〃

蒜
山
下
見

〃

川
上
小
学
校

〃

蒜
山
上
福
田

」

同
表
の
準
へ
き
地
校
の
項
中

「

高
梁
市
立
中
井
小
学
校

高
梁
市
中
井
町
西
方

を
」

「

に
改
め

高
梁
市
立
中
井
小
学
校

高
梁
市
中
井
町
西
方

赤
磐
市
立
仁
美
小
学
校

赤
磐
市
仁
堀
中

」

る
。別

表
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
第
二
条
の
二
関
係
）

別
表
第
二

特
別
の
地
域
に
所
在
す
る
学
校
等

学

校

等

名

所

在

地

赤
磐
市
立
城
南
小
学
校

赤
磐
市
黒
本

〃

吉
井
中
学
校

〃

周
匝

真
庭
市
立
北
房
小
学
校

真
庭
市
下
呰
部
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〃

北
房
中
学
校

〃

上
水
田

北
房
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

〃

〃

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
五
号

会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
（
令
和
元
年
岡
山
県
人
事
委
員

会
規
則
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
六
月
以
上
」
を
「
六
月
以
上
の
任
期
が
定
め
ら
れ
て
い

る
も
の
又
は
六
月
以
上
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
、
任
命
権
者
を
同
じ
く
す
る
職
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て

「
特
定
職
」
と
い
う

）
に
引
き
続
き
在
職
し
た
期
間
が
一
年
以
上
で
あ
り
、
か
つ
」
を
削
り

「
特

。

、

定
職
」
を
「
任
命
権
者
を
同
じ
く
す
る
職
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
で
あ
り
、
か
つ
」
を
「
で
あ
っ
て
」
に
改
め

「
で
あ
っ
て
、
特
定
職
に
引

、

き
続
き
在
職
し
た
期
間
が
一
年
以
上
で
あ
る
も
の
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
労
働
委
員
会
告
示
第
一
号

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
委
嘱
し
た
岡
山
県

労
働
委
員
会
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
労
働
委
員
会

会

長

西

田

和

弘

岡
山
県
労
働
委
員
会
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
名
簿

区
分

氏
名

職
業

又
は
前
職

委
嘱
の
日
付

（

）

公
西

田
和

弘
岡
山
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授

令
和
２
年

月
日

1
1

3
0

弁
護
士

益
妻

鹿
安
希
子

〃
岡
山
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
准
教
授

委
濵

田
陽

子
岡
山
大
学
法
学
部
准
教
授

〃
労

員
福

島
航

特
定
社
会
保
険
労
務
士

〃

働
岡

部
宗

茂
弁
護
士

〃

労
阪

口
林

連
合
岡
山
副
事
務
局
長

〃
委

働
楢

本
博

美
連
合
岡
山
副
事
務
局
長

〃

員
者

林
康

宏
運
輸
労
連
岡
山
県
連
合
会
執
行
委
員
長

〃

委
難

波
浩

一
連
合
岡
山
事
務
局
長

令
和
３
年
９
月

日
2
2

会

全
日
通
労
働
組
合
岡
山
県
支
部
組
織
文
化

員
古

角
美

姫
令
和
４
年
３
月

日
1
0

部
長

委
使

梶
原

康
彦

梶
原
乳
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

令
和
２
年

月
日

1
1

3
0

用
横

山
圭

介
横
山
石
油
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

〃
員

者
石

田
敦

志
株
式
会
社
イ
シ
ダ
代
表
取
締
役

〃

委
西

谷
治

朗
岡
山
県
経
営
者
協
会
専
務
理
事

〃

員
三

宅
崇

文
お
か
や
ま
信
用
金
庫
常
務
理
事

〃

事
竹

田
人

士
岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局
長

令
和
３
年
４
月
８
日

務局
猪

木
雅

夫
岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局
次
長

〃

職員
物

部
直

樹
岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局
総
括
参
事

〃
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